
青山学院大学・経済学部・客員教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６０１

基盤研究(C)（一般）

2023～2019

AI・VR・ICTを利用した英語教育研究

A study on English education using AI, VR, and ICT

００２２４３０３研究者番号：

小張　敬之（Obari, Hiroyuki）

研究期間：

１９Ｋ００７９８

年 月 日現在  ６   ６ ２１

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：2019年度はAIスピーカーでTOEIC模擬試験の点数が大幅に上昇し、VRとAIスピーカー
で英語力と動機づけの効果を確認。2020年度はCOVID-19の影響でオンライン授業を中心に反転授業とアクティブ
ラーニングの効果を検証し、シンガポール国立大学との国際交流の有効性を示した。2021年度は三次元VRと二次
元ZOOMを比較しVRが英語学習の不安軽減と動機づけに効果的と示した。2022年度は対話型英語教育でVRとアバタ
ーを活用し、異文化適応能力を確認。2023年度はAI/ChatGPTの英語教育効果を評価し反転授業の効果を総括。AI
とVRの教育応用の可能性と教育改善のガイドラインを提供した。

研究成果の概要（英文）：In the 2019 academic year, the use of AI speakers led to a significant 
increase in TOEIC practice test scores, confirming the effectiveness of VR and AI speakers in 
improving English proficiency and motivation. In 2020, due to the impact of COVID-19, online classes
 became the focus, and the effectiveness of flipped classrooms and active learning was verified, 
demonstrating the benefits of international exchange with the National University of Singapore. In 
2021, a comparison between three-dimensional VR and two-dimensional ZOOM showed that VR was 
effective in reducing anxiety and increasing motivation for learning English. In 2022, interactive 
English education utilizing VR and avatars confirmed improvements in intercultural adaptability. In 
2023, the effectiveness of AI/ChatGPT in English education was evaluated, summarizing the impacts of
 flipped classrooms. This research explored the potential of AI and VR in education and provided 
guidelines for educational improvement.

研究分野：言語情報科学

キーワード： AIスピーカー　VR　反転授業　Immerse Technology　アクティブラーニング　異文化理解　21世紀スキ
ル　ChatGPT

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
AI、VR、ICTを活用した教育手法の有効性を四年間にわたり検証した。2019年度にはAIスピーカーで英語力向上
を確認し、VRが動機づけ効果を示した。2020年度にはオンラインで反転授業とアクティブラーニングの効果を検
証し、シンガポール国立大学との国際交流の有効性を示した。2021年度にはVRとZOOMを比較し、VRが英語学習の
不安軽減と動機づけに効果的と実証。2022年度には対話型英語教育でVRとアバターを活用し、異文化適応能力を
確認。2023年度にはAI/ChatGPTの英語教育効果を評価し、技術を活用した教育手法の有効性を実証。国際的な学
会で成果を発表し教育改善のガイドラインを提供。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
1. 研究開始当初の背景 
 
言葉は世界観を形成する重要な要素であり、外国語を学習することにより、筆者自身が学生
時代に経験したように、世界観が大きく変容する。筆者はオックスフォード大学に 3度客員
フェローとして滞在し、「神学と科学」を基盤とする世界観の重要性を認識した。また、情
報通信技術の発達により、教室内外の学習がシームレスに繋がるユビキタス学習環境が整
い、反転授業が盛んに行われるようになってきた。今後 20 年で、AIを備えた機械が 702 の
職業のうち 47%を代替するという予測もあり、最新のテクノロジーを教育に取り入れること
がますます重要である。特に、VR/ICT 技術を利用した海外研修や留学を通じて異文化体験
をしながら、21 世紀型スキルを同時に学習できる英語教育システムの構築が求められてい
る。 
 
前回の科研で 3 年間実施した授業実験では、携帯端末技術を利用した反転授業の有効性を
検証した。今回の研究では、AI/VR/ICT 技術を活用し、21世紀型スキルの獲得と英語教育を
融合させ、世界観や異文化理解を深めるための英語教育のあり方を検証することを目指し
ている。 
 
過去数年間、3年生の演習授業では、国立シンガポール大学との短期交流を通じて異文化間
の研究調査を行い、Chan 博士と共同で論文をまとめた。世界観教育に関しては、オックス
フォード大学の Yee 博士の協力により、論文や講義のビデオを利用した演習授業を 10 年間
行ってきた。2018 年にはオックスフォード大学に客員研究員として招聘され、「神学と科学・
世界観」の共同研究を行った。また、2018 年度後期からは小張と菊池の英語授業で反転授
業形式の AI を利用した英語教育の Pilot 実験を行っている。 
 
2009 年には Trilling と Fadel が 21 世紀型スキルの教育を提唱し、2013 年にはオックスフ
ォード大学のオズボーン准教授が AI を備えた機械が 10 年～20 年後に多くの職業を代替す
るとの論文を発表した。これにより、未来型の教育として AI/Big Data/Robotics の活用が
不可欠となる一方で、テクノロジーの進化に教育方法論が追いついていない現状も指摘さ
れている。 
 
AI、ICT、モバイル技術の進化に伴い、大学生の 100%がスマートフォンを所持し活用してい
る。従来の教育では知識伝授型が主流であったが、現在はインターネットや携帯端末、AIや
Big Data を利用したコミュニケーションやコラボレーションを取り入れた新たな教育プロ
セスが設計されている。学習者同士がお互いから学ぶ協調学習を重視し、各自の能力を最大
限に引き出すことが重要である。AI/VR/ICT 技術を利用した教育効果を調査し、その可能性
を探る必要がある。 
 
2. 研究の目的 
 
研究目的は、AI、VR、ICT 技術を活用した 21 世紀型反転授業の教育効果を検証し、異文化
理解や世界観教育の効果を評価することである。具体的には以下の目的を達成することを
目指す： 
 
(1) AI/VR/ICTを利用した 21世紀型反転授業の教育効果の検証 
(2) 異文化論・世界観教育を反転授業で行い、世界観の変化を検証 
(3) AI/VR/ICTを活用した学習方略や動機づけの成功・失敗要因の検証 
(4) 英語教育に関連する 21世紀型スキル獲得の学習方略の検証 
(5) 効果的な 21世紀型反転授業実践のガイドラインの作成 
(6) AI/VR/ICTを利用した効果的な英語教育手法の提唱 
 
 
3. 研究の方法 
 
本研究は、AI、VR、ICT 技術を活用した 21 世紀型反転授業の教育効果を 5 年間にわたり検
証した。具体的な方法は以下の通りである： 
 
授業実験：AI スピーカー、VR ゴーグル、AI 教育ソフトウェアを活用し、反転授業を実施。
これにより、教育効果を評価した。 
アンケートとテスト：学習者の事前・事後のテストやアンケートを通じて、学習スタイルや
世界観の変化を測定した。 



オンライン授業：COVID-19 の影響でオンライン授業を実施し、ブレンディッド学習や反転
授業を取り入れた。 
2019 年度から 2023 年度まで数回授業実験を繰り返し行い、再現性を検証した。21 世紀型
スキル獲得と英語教育の統合におけるモデル化を行い、AI/VR/ICT を利用した英語教育効果
を検証した。 
 
4. 研究成果 
 
2019 年度：経済学部 1年生の英語の授業において、AI スピーカーを利用したクラスと利用
しなかったクラスを比較する授業実験を 10ヶ月にわたり実施した。AI スピーカーを利用し
たクラスでは、TOEIC 模擬試験の点数が平均で 200 点上昇し、AI の効果が確認された。具体
的には、AI スピーカーを利用したクラス（n=30）は 407 点（SD:113）から 604 点（SD:92）
に上昇し、AI スピーカーを利用しなかったクラス（n=29）は 447 点（SD:93）から 598 点
（SD:147）に上昇した。この結果、AI スピーカー利用クラスの方が点数の上昇幅が大きい
ことが明らかになった。また、3年生のゼミクラスでは、VRゴーグルと AI スピーカー（Google 
Home mini、Alexa）を 1年間貸与し、縦断的・経年的な質的調査を実施した。学生には英語
力向上を目指して創意工夫を求め、グループで数回の経過報告をさせた結果、TOEIC 模擬試
験と OPIc Speaking 試験で大幅な点数上昇が見られた（TOEIC 模擬試験：222 点上昇、OPIc 
Speaking 試験：95.9、効果量 0.74）。さらに、AI を利用した英語学習に関するアンケート
調査（n=234）からは、AIは対面授業で利用するよりも個人学習や弱点の解析、学習法の最
適化に有効であり、高い動機づけが得られることが判明した。 
 
2020 年度：COVID-19 の影響で AI や VR の貸し出しが困難となり、本格的な授業実験の実施
は不可能であった。しかし、2019 年度の授業実験を別の角度から分析し、国際・国内の学
会で査読付きの研究発表や論文を発表した。AIや VR に関する文献資料を本や論文から検索
し、現状の教育応用の実態を検討した。また、学生が個々でスマートフォンにスマートスピ
ーカーAmazon Alexa をダウンロードし、英語学習に利用する自律学習を紹介し、オンライ
ン授業を活用したブレンディッド学習を試みた。前期 7 月と後期 1 月において、オンライ
ンのみで授業を行ったが、反転授業（CBL、PBL）やアクティブラーニングを ZOOM のオンラ
イン授業で実施した。アンケート調査や学生の発表を録画分析した結果、オンライン授業で
も対面授業と同様に英語力を向上させることが可能であることが判明した。2020 年度後期
には、スマートスピーカーの家庭学習と ZOOM、Facebook、Line、Messenger、Flipgrid 等を
利用し、シンガポール国立大学の学生との交流を 8週間実施した。継続的に毎週 90分程度、
ZOOM で交流した場合（n=38 名）と、学生のみがグループで Line & Flipgrid 等を利用して
交流したグループ（n=68 名）の 2 つのケースを比較した。グループごとにブレークアウト
ルームで交流を行い、最後の授業で全体発表会を実施した結果、国際交流に関しては学生の
プレゼンテーションを撮影し分析した結果、より効果的であったことが判明した。アンケー
ト調査では、英語力が向上したと感じた学生が 70%、異文化間理解に繋がった学生が 80%、
学習者相互評価（PeerEval）は効果的だったと回答した学生が 65%であった。 
 
2021 年度：経済学部の学生 60名を対象とした三次元 VR授業実験を 10ヶ月間行った。45分
間の VR レッスンを 8名の英語母語話者が 8名前後の各グループに教師として参加し、日常
的な会話の英語レッスンを実施した。比較授業実験として、二次元の ZOOM 上で、海外から
英語の母語話者（前期 3週ごとに 6名、後期は 2週間ごとに 9名）を招聘し、発表・対話型
重視のオンライン授業を 10 ヶ月行った。両グループとも事前事後の OPIc Speaking Test と
TOEIC（VR グループのみ）、アンケート調査を実施し、VRの効果と対話型重視の ZOOM 授業を
比較した。VR を利用したレッスンでは、熱心に参加した学生は TOEIC で 200 点、OPIc 
Speaking で 6~8 点上昇した。アンケートの結果から、VR を利用することにより、英語で対
話をする時の不安がなくなり、楽しく学び、高い動機付けが得られたことが判明した。しか
し、VR グループは自発的に参加したため、最後まで学び続けた学生は 30%程度であった。
OPIc の事前事後の試験結果に関しては有意差がなかった。ZOOM を利用した英語授業では、
2週間ごとに重要なテーマ（世界遺産、世界観教育、SDGs、環境問題、異文化理解等）をス
ライドで準備し、MP4 の音声動画も作成し、対話型の発表・討論形式の授業を英語母語話者
と共に実施した。その結果、OPIc Speaking Test の事前（6.7=1.36）から事後（7.4=1.97）
まで向上した。4月の時点では全く英語の発表ができなかった学生も、後期の最後には自信
を持って発表する学生が多く見られた。授業実験から、VR による疑似留学や異文化交流な
どの潜在的可能性、オンラインによって学生がお互いから学び合う協調学習の促進、人間
（教員）と技術（AI や VR など）の連携の必要性などが明らかになった。 
 
2022 年度：2022 年度に実施した授業実験では、経済研究所の客員研究員として、イオング
ループと協力し、Immerse 社のプラットフォームを使用して英語の授業実験を行った。しか
し、学生の英語能力に対する大幅な改善は確認できず、TEAP の Speaking Test や TOEIC の
前後テストにおける結果にも大きな変化は見られなかった。それでも、アバターを活用した



対話型授業により、学生たちは英語学習に対する楽しさを感じ、外国語に対する恐怖感が薄
れたことが 2021 年度と 2022 年度の共通の結果として確認された。一方、東京の私立大学
の学生を対象にした対面式の対話型英語教育では、2クラスの大学生（各クラス 20名前後）
に対し週 1回の 90分授業を行い、毎月一度は若い英語母語話者 8名をクラスに招待し、少
人数（3名前後）で討論を中心とした授業を展開した。学生たちは 21 世紀スキルや DXに関
連する 10のテーマについてスライドを作成し、発表した。また、PeerEval（発表評価）ソ
フトを使用し、母語話者が学生の発表を評価し、フィードバックを提供した。この対話型授
業の結果、学生の TOEIC スコアは平均で約 70 点向上した。また、学生たちは母語話者との
対話に徐々に慣れ、楽しみながら英語を使用するようになった。事前事後のアンケート結果
からは、異文化適応能力の向上や世界観の拡張も確認された。VR の利用は学生が英語使用
に対する抵抗感を軽減する効果があることが示されたが、母語話者と直接対話する形式の
授業の方がより効果的であることが確認された。 
 
2023 年度：AI/ChatGPT を利用した英語教育の実効性を 25 名の学生を対象に試み、その結
果を評価した。研究方法としては、AI や VR が組み込まれたデバイスを使用し、年間を通じ
て反転授業を実施した。学習者の事前・事後のテスト（TOEIC、OPIC Speaking Test、Progos 
Speaking Test 等）やアンケートを通じて、学習スタイルや方略、世界観の変化を測定した。
教室での録画とテストの分析を行い、具体的な教育効果を定量的に評価した。また、AI を
基盤とした教育ソフトウェアや VRを使用した疑似体験型の英語教材、多様なオンライン教
材を利用して、21世紀スキルの獲得を目指す教育実践を行った。 
 
これらの研究成果により、AI、VR、ICT の先端技術を活用した教育の新たな可能性が示され、
具体的な教育改善のためのガイドラインが提供された。提案された英語教育方法は教育の
質を大幅に向上させるものであり、この研究は技術を活用した新しい教育手法の実践的な
洞察を提供するものである。これからの教育技術の展望を示し、実践的な英語教育改善に
向けた有益な洞察を提供するものである。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hiroyuki Obari 12-3
 １．著者名

10.34321/21810

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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無
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Proceedings, IATED

522-527
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Hiroyuki Obari 12
 １．著者名
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 １．発表者名
Hiroyuki Obari
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 ３．学会等名
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 ２．発表標題

Lambacher, S, Kikuchi, H, Obari, H.

Hiroyuki Obari

Hiroyuki Obari

Obari, H

56th RELC International Conference, Online（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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 ２．発表標題

Obari, H

Hiroyuki Obari ,  Fabian Diniz ,  Kurze Da Silva ,  Kleer Marris Ababon

 ３．学会等名
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 ２．発表標題

小張敬之

Obari, H
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 １．発表者名
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